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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
船井電機株式会社　管理本部の上島でございます。

平素は当社IR活動、広報活動にご協力頂きまして誠にありがとうございます。

本日は、ご多忙のところ、当社の決算説明会をご視聴頂きましてありがとうございます。

今回の決算説明会は、新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止の観点でご出席いただく皆様のご健康に配慮し
Webを活用した説明会を開催することいたしました。
皆様のご理解を頂ければと存じます。

それでは私から、メールでお届けしておりますパワーポイント資料に沿って
決算の概要についてご説明いたします。

なお資料右下にページ数を記載しております。その順番でご説明申し上げます。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・２ページは決算概要の目次となっております。

・最初に第４四半期決算概要をご説明した後に、
通期（２０１９年度）の決算概要
機器別、仕向地別の売上高、損益分析、資産状況などの状況を
ご説明いたします。
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1. Financial Highlights for Q4 (Jan-Mar 2020) (5 FUNAI

Units: billion yen

Q4 FY2018 Q4 FY2019 e
-6.3
N | . :
et Sales 24.5 18.2 (-25.9%)
Operating Income 1.1 0.1 -1.0
(operating margin) (4.8%) (0.9%)
Ordinary Income 1.4 -0.2 -1.6
(ordinary margin) (6.1%) (-0.6%)
Net Income Attributable
to Owners of Parent 1.9 -0.9 28
(Q4 net margin) (7.8%) (-4.5%)
Average USD/JPY Exchange Rate 110.27 109.10
exhéggahdg?gte Dec. 2018 Mar. 2019 Dec. 2019 Mar. 2020
(USD/JPY) 111.00 110.99 109.56 108.83



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・めくって頂いて、３ページ目ですが、第４四半期の連結決算概要になります。

・新型コロナウィルス感染拡大による中国サプライヤーの部品供給遅延などもありましたが、弊社タイ工場ならびにメキシコ工場におけるＴＶ生産はほぼ計画通りとなり北米向け輸出は継続できました。
　加えて、中国から北米市場への液晶テレビ輸出が新型コロナウィルス感染拡大でさらに減少したこと等も当社に有利に働きました。

・この結果、売上高は前年比25.9％減の１８２億円となりましたが、営業利益が１億円と２四半期連続で黒字を達成しました。
　経常利益は、前期はQ2で為替差損を計上した結果、経常損失は２億円
　四半期純損失は法人税等の支払等により９億円となりました。



»

2. Financial Highlights for Full Year 2019
I
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Units: billion yen

Difference from

FY2018 FY2019 FY2019 o Clienes Forecast
( ): Change : -
Results Forecasts Results in % L B AeETmE
-17.1 +3.4
Net Sales 105.5 85.0 88.4
(-16.2%) (103.8%)
Operating Income 0.6 -3.0 -1.8 -2.4 +1.2
(operating margin) (0.6%) (-3.5%) (-2.0%)
Ordinary Income 1.3 -3.1 -1.6 -2.9 +1.5
(ordinary margin) (1.3%) (-3.6%) (-1.8%)
Net Income
Attributable to Owners 2.6 -3.2 2.4 -5.0 +0.8
of Parent
(net margin) (2.5%) (-3.8%) (-2.7%)
é\é(teéage USD/JPY Exchange 111 .06 106.94 108,94
Month-end exchange rate Mar. 2019 Mar. 2020
(USD/JIPY) 110.9 108.83


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・続きまして、４ページは２０１９年度通期の連結決算概要になります。

・当社は５月１３日に２０１９年度通期連結決算の業績について、上方修正を行いました。

・2019年度の振り返りについては、後ほど社長の船越より具体的に説明させて頂きますが、第１四半期から第２四半期にかけて、米中貿易戦争の影響で中国製液晶テレビが前倒しで米国に大量に輸出されたこと等を受け、液晶テレビが供給過剰となったこと等から製品価格が大幅に下落し、これに伴い上期業績、通期業績について下方修正を行わざるを得ませんでした。
 
第３四半期は関税強化措置が昨年９月から施行されたことにより、中国製液晶テレビの北米向け輸出が大幅に減少して製品の需給バランスが改善しました。加えて、大手量販店における液晶テレビの小売価格が想定より下げ止まったことなどにより、わずかながら営業利益を確保することができました。
 
第４四半期は、弊社タイ工場ならびにメキシコ工場におけるＴＶ生産は新型コロナウィルス感染拡大の影響はあったものの、ほぼ計画通りとなり、北米向け輸出は継続できました。
他方、中国から北米市場への液晶テレビ輸出が新型コロナウィルス感染拡大でさらに減少したこと等が当社に有利に働いた結果、営業利益が約１億円となり、２四半期連続で営業黒字となりました。この結果、通期の売上高は公表値より30億円増の880億円、営業利益は公表値より12億円改善して18億円の赤字となりました。
 
一方、当期利益においては営業赤字による固定資産の減損、北米市場の需要縮小による繰延税金資産の見直しなどを実施した結果、当期利益は24億円の赤字となりました。
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3. Ordinary Income & Net Income for Full Year 2019 (2 FUNAI

Units: billion yen

FY2018 FY2019
YoY Change
Results Results J
Operating Income 0.6 -1.8 -2.4
Non-operating revenues (*1).[ 11 0.7 -0.4
Non-operating expenses 0.4 0.5 +0.1
Ordinary Income 1.3 -1.6 -2.9
Extraordinary profits (*2).[ 0.2 0.1 -0.1
Extraordinary losses 0.2 0.3 +0.1
Net Income Before Tax 1.3 -1.8 -3.1
Corporate tax, etc. -1.3 0.6 +1.9
Net Income Attributable
to Owners of Parent 2.6 -2.4 -5.0
(*1 Breakdown of non-operating revenues and losses)
Negative figures show negative impacts on the income. (*2 Breakdown of extraordinary profits and losses)
mFY2018 ®mFY2019 m FY2018 mFY2019
0.5
0.4 0.3 0.2 0.1
j 0-0 0-0 0.1 /_L_V_—_\
| | -0.2 -0.3
0.2 Extraordinary profits Extraordinary losses
-0. -0.2
Interest income Interest paid FX gain/loss Other



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・５ページは主な営業外損益と特別損益の概要となります。

・営業外損益につきましては、
受取利息ほかの営業外収益と円高による為替差損などの営業外費用
などプラスマイナスがあり、営業外損益は２億円となりました。

その結果、経常損失は１８億円となりました。

・特別損益につきましては、
固定資産の売却益で特別利益１億円
投資有価証券の評価損と減損損失で特別損失-３億円の
により２億円の損失となりました。

・親会社株主に帰属する当期純利益につきましては、
これまでの内容に加え、法人税の支払いなどがあり、
マイナス２４億円となりました。



»
4. Sales by Equipment (7 FUNAI

Units: billion yen YoY Change units: billionyen (  ): Changein %
105.5 AV equipment -17.1 (-17.5%)
-2.3 (-18.4%)
TV-related -14.8 (-17.4%)
PS equipment +0.5 (+17.0%)
-0.5 (-12.6%)
AV equipment [V Total -17.1 (-16.2%)
DM related: 12.8 80.0
TV related: 84.3 DM related: 10.5 Sales Composition
TV related: 69.5 Other Othe

PS equipmes

PS equipment
Other

FY2018 FY2019



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次の６ページは機器別の売上高になります。

・映像機器（DVD関連とTV関連）の売上高は８００億円と前年比で１７１億円、
１６．２％の減収となりました。
映像機器では、第１四半期から第２四半期にかけて、中国製液晶テレビが大量に北米マーケットに輸出され
販売単価が下落したことなどの影響から液晶テレビの売上高が減少し、通期でもその影響を補いきれず減収となりました。
また、映像ストリーミングサービスの普及によりＢＤ・ＤＶＤ関連製品の市場が更に縮小し、大手量販店における販売が
減少したことなどにより減収となりました。

売上構成比ではTV関連が７９％、DM関連が１２％と合計で９１％となりました。

・PS機器（情報関連機器）については、
新製品ネイルアートプリンター、並びに大容量インクジェットプリンターの販売が増収となり、
インクジェットプリンター向けカートリッジやラベルプリンターなどの減収分を補いました。前年比で１７．０％増の３８億円となりました。

・その他事業については
車載用バックライト、歯科用ＣＴスキャン並びに介護用ベッドモジュールなどの医療、ヘルスケア関連の売上が増加いたしましたが、
部品関連などの売上が減少したことなどから、売上高は46億円（前期比12.6％減）となりました。


5. Sales of DM-related Equipment

Units: billion yen

(7 FUNAI

12.8
\ 10.5
YoY Change units: billionyen (  ): Changein %
7.3

BD recorders BD recorders -1.1 (-15.7%)
6.2 -0 (-0.4%)
DVDs -1.2 (-92.6%)
-0 (-1.7%)
Total -2.3 (-18.4%)

BD players

DVDs
Other

FY2018 FY2019



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・続きまして７ページでは、映像機器売上のブレイクダウンです。

はじめに、
ＤM関連機器全体では前年より１８．４％減収の１０５億円となりました。

映像ストリーミングサービスの普及によりＢＤ・ＤＶＤ関連製品の市場が更に縮小し、大手量販店における販売が
減少したことなどにより減収となりました。

BDレコーダー関連は国内市場の伸び悩みにより減収となっています。
北米市場におけるBDプレーヤ関連製品は他社の市場撤退もあり、前期比で微減に留まりました。

DVDプレーヤは映像ストリーミングサービスの普及により市場が更に縮小しており、
前期比で大幅な減収となりました。
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6. Sales of TV-related Equipment ( FUNAI

Units: billion yen

84.3

69.5

YoY Change units: billionyen (  ): Changein %

LCD TVs -14.8  (-17.4%)

LCD TVs

FY2018 FY2019


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・続きまして８ページでは、テレビ関連機器の売上高になります。

・前年比１７．４％減収となり、テレビ関連機器の売上高は６９５億円
となりました。

・上半期は米中貿易摩擦の影響により、北米マーケット全体の在庫が過剰となったことに
加えて、液晶パネルの大幅な価格下落に伴う製品の販売単価が下落したことなどから
液晶テレビの売上が減少いたしました。

・第３四半期は前述の関税強化措置が昨年９月１日から施行されたことにより、
中国製液晶テレビの北米向け輸出が大幅に減少して製品の需給バランスが改善しました。
第４四半期は、新型コロナウィルス感染拡大による中国サプライヤーの部品供給遅延などもありましたが、
弊社タイ工場ならびにメキシコ工場におけるＴＶ生産はほぼ計画通りとなり北米向け輸出は継続できました。
他方、中国から北米市場への液晶テレビ輸出が新型コロナウィルス感染拡大でさらに減少したこと等が当社に有利に働きました

国内市場は、約10年前の家電エコポイントや２０１１年にアナログ
から完全移行となった地上デジタル放送により普及したテレビの買替需要や
消費税増税前の駆け込み需要などもあり、株式会社ヤマダ電機様への販売
やOEMを含めて、販売は順調に推移し、前同並みに推移しています。


»
7. Sales of PS Equipment (5 FUNAI

Units: billion yen

3.8

0.7 YoY Change units: billionyen (  ): Changein %

3.3 <
Nail art printers

Label printers

0.6
Large capacity IJPs +0.7 ( = )

Nail art printers +0.5 (+425.3%)

-0.5 ( -73.2%)
Ink cartridges -0.2 ( -4.4%)

Total +0.5 ( +17.0%)

Large capacity
IJPs

Ink cartridges

FY2018 FY2019


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
新製品ネイルアートプリンター、並びに大容量インクジェットプリンターの販売が増収となり、
インクジェットプリンター向けカートリッジやラベルプリンターなどの減収分を補いました。
この結果、売上高は38億円（前期比17.0％増）となりました。


»
8. Sales by Region (7 FUNAI

Units: billion yen YoY Change units: billionyen (  ): Changein %

105.5 -16.2 (-23.1%)
B G e

838.4 Asia, etc. +1.0 ( +70.7%)

Japan -1.8 ( -5.3%)

Total -17.1 (-16.2%)

Americas

Sales Composition

Europe
Asia, etc. 1.3 ] 2.3 Japan Japan
32%
36%
33.9 32.1
Japan FY2018 FY2019
Asia, etc.
2% Americas Asia, etc.
FY2018 FY2019 66% 3%

10


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・続きまして仕向地別の売上高をご説明いたします。

・まず、米州ですが、前年期は６９９億円に対し、
　今年度は　５３７億円と１６２億円の減収となっております。

・日本においては、前年期は３３９億円に対し、今年度は３２１億円と
　全土日５．３％減となりました。

・この結果、売上構成比では
　米州６６％から６１％、
　日本３２％から３６％と
　なっており、特に米州での売上減少に伴い日本での比率が上昇しており
　ます。
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9. Operating Income Analysis (5 FUNAI

Units: billion yen

YoY Change
FY2018 > FY2019

Operating
income

0.6

Income
decrease due
to falling
sales

-1.7

Operating
loss

-1.8

Decrease
in value
added ratio

Decrease of
general &
administrative
-0.8 expenses



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
営業利益の増減要因についてご説明いたします。
１１ページをご覧ください。

２０１９年度の営業損失は１８億円と前年比２４億円悪化しております。

要因分析です。
マイナス要因は
売上減少により１７憶円の減益、
売上から売上原価と販売費を除いた付加価値が低下したことで８億円の減益
プラス要因は
一般管理費の減少でプラス１億円
により
２４憶円の減少
となっております。



@ >4
10. Balance Sheet Situation (5 FUNAI

Change from Mar. 2019

Units: billion yen
Units: billion yen

83.2
-12.6
Cash & Deposits - Cash & Deposits +0.3
Accounts .v * Accounts Receivable -1.3
Receivable

* Inventory Assets -10.8

| t Asset i
nventory Assets 25.2 16.6 14.4
.......... "+ Fixed Assets, etc. -0.8
Fixed Assets, etc.
i .
71" Accounts Payable - .
7 : SOS-.
< Other Accounts = 13,6 13.3 — Liabilities 9.7
= Payable _— RN
zZ .. |+ Accounts Payable -6.9
3 51.1 .
0 Net Assets  54.0 52.2 “.. - Other Accounts Payable -2.8
% - B Net Assets -2.9
©
- 4 70.6
83.2 (Equity Ratio: 72.4%)
End Mar. 2019 End Dec. 2019 End Mar. 2020



プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続きまして、１２ページでは貸借対照表の状況についてご説明いたします。

まず、資産サイドですが、
前期末、２０１９年３月末との比較で申し上げます。
現預金が３億円増加しております。
売上債権は１３億円の減少
棚卸資産は１０８億円の減少
固定資産等は８億円の減少
となっております。
 
次に負債サイドです。
仕入債務が６９億円減少、
借入金はありません
未払金他で２８億円の減少となっており、
純資産の合計では２９億円の減少となっております。
 
自己資本比率は７２．４％となりました。



®)
11. Inventory Assets (% FUNAI

8.8
‘Workiin Process  : -2.0

Change from Mar. 2019

Units: billion yen

5.6
Inventory 3.3 3.1
turnover period g —
in months

29.2

25.6
23.8
23.6 291

Products

Work in Process

25 2 25.8
| /]
2 o 12.4 16.6
i 14.4

Mar. 2018 June 2018 Sep. 2018 Dec. 2018 Mar. 2019 June 2019 Sep. 2019 Dec. 2019 Mar. 2020

* Inventory turnover period in months = Inventory Assets / Av. Sales in the Past Three Months
I 13


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・続きまして、１３ページでは棚卸資産の推移になります。

・２０２０年３月末の棚卸資産は、総額で１４４億円となりました。

内訳ですが、
製品が４７億円、部品仕掛品などが９７億円となっており、
前期末との比較では、製品で８８億円の減少、
部品仕掛品で２０億円の減少となっております。



®
12. Capital Expenditure, Depreciation Expenses and R&D Expenses (2 FUNAI

CAPEX Depreciation Expenses R&D Expenses

Change from FY2018: 0 bn. yen Change from FY2018: +0.2 bn. yen Change from FY2018: -0.4 bn. yen

FY2018 FY2019 FY2019 FY2018 FY2019 FY2019 FY2018 FY2019 FY2019

(Forecast) (Forecast) (Forecast)

|14


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
・次のスライドは、設備投資、減価償却、研究開発費の２０１９年度の　実績についてご説明いたします。

・設備投資額については、前同と同じ１４億円でした。
・減価償却費については、前年比２億円減の１１億円でした。
・研究開発費については、前年比4億円減の５１億円

となっております。
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13. Performance Outlook for Full Year 2020 (7 FUNAI

B The world is still in the middle of the COVID-19 pandemic and the light
at the end of the tunnel cannot be seen. Long-term implications on the
global economy and the Japanese economy are unavoidable.

B The consolidated performance outlook for the third quarter of FY2021
has not been made yet.

B Forecasts will be disclosed immediately after being reasonably
calculated.


プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最後に今期の業績予想についてお話しします。

現時点において新型コロナウィルス感染症が世界的に流行している段階であり、その収束時期が全く見通せず、世界経済、国内経済への長期的な影響が不可避な状況であることから
2021年３月期の連結業績予想につきましては、現時点では未定させて頂きます。

今後の予測について合理的に算定できた時点において、速やかに開示させて頂きます。



14. Sales Results by Equipment (7 FUNAI

DM-related Equipment TV-related Equipment

Units: billi
Change from FY2018: -18.4% Change from FY2018: -17.4% 105.5 nits: billion yen

FY2018 FY2019 FY2018 FY2019
PS Equipment New & Other
Change from FY2018: +17.0% Change from FY2018: -12.6%

FY2018 FY2019 FY2018 FY2019 FY2018 FY2019
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Appendixes

1. Quarterly Financial Highlights
2. Quarterly Sales Trends by Equipment
3. Quarterly Sales Trends by Region



1. Quarterly Financial Highlights (5 FUNAI
I

Units: billion yen

FY2018 FY2019

Q1 Q2 Q3 Q4 Ql Q2 Q3 Q4
Net Sales 21.6 25.1 34.3 24.5 15.6 26.5 28.1 18.2
Operating 1.2 0.4 1.1 1.1 0.9 1.0 +0 0.1
Income
(operating margin) (-5.7%) (-1.6%) (3.4%) (4.8%) (-5.8%) (-3.8%) (0.1%) (0.9%)
Ordinary 0.9 0.7 +0 1.4 1.2 0.7 0.3 0.2
Income
(ordinary margin) (-4.2%) (2.9%) (0.2%) (6.1%) (-7.3%) (-2.5%) (1.2%) (-0.6%)
Net Income
Attributable to -0 0.6 +0 1.9 -1.2 -0.7 0.2 -0.9
Owners of Parent
(Q4 net margin) (-0.1%) (2.7%) (0.2%) (7.8%) (-7.6%) (-2.6%) (1.0%) (-4.5%)
noDIIPY Exchange 1095 1118 11257 11027 | 109.%6  107.57  109.3  109.10

|19



2. Quarterly Sales Trends by Equipment (5 FUNAI
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3. Quarterly Sales Trends by Region (5 FUNAI
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Disclaimer (7 FUNAI
T

This presentation contains forward-looking statements and projected figures
concerning the future performance which are not historical facts.

These statements are assumptions and projections based on currently
available information as to industry trends, Japanese and global economic
conditions, foreign exchange rate fluctuations, and other implications on the
future performance regarding AV equipment, information-related equipment
and other business categories of Funai and its Group companies.

The actual performance can be affected by uncertain factors, including
electronics industry competition, market trends, currency movements, new
product launches and results, taxation policies, and other systems around
the world, thereby significantly differing from the matters stated in this
presentation.
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